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ボリューム関係レポートをカスタマイズする

Active IQ Unified Manager でボリューム関係レポートをカス
タマイズする

ボリューム関係インベントリ レポートでは、クラスタ内のストレージ インベントリの詳
細を分析できるほか、ボリュームに必要な保護レベルを把握したり、障害の原因、パタ
ーン、スケジュールに基づいてボリュームの詳細をフィルタリングしたりすることがで
きます。

Active IQ Unified Manager で障害の原因別にボリューム関係
をグループ化するレポートを作成する

関係が正常な状態でない理由別にボリュームをグループ化するレポートを作成できま
す。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、ボリュームを障害の原因別にグループ化するカスタム ビューを作成し、そのビューのレ
ポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ ＞ ボリューム をクリックします。

2. 「表示」メニューで、関係 > *すべての関係*を選択します。

3. 「Relationship Health」と「Unhealthy Reason」の列がビューに表示されるようにするに
は、Show/Hide を選択してください。

他の列を追加または削除して、レポートにとって重要なビューを作成します。

4. 「Relationship Health」列と「Unhealthy Reason」列を「State」列の近くにドラッグします。

5. フィルターアイコンをクリックし、以下のフィルターを追加してから、*フィルターを適用*をクリックし
てください。

◦ 関係の健全性に問題あり

6. 「Unhealthy Reason」列の上部をクリックすると、障害の原因別にボリュームの関係をグループ化で
きます。

7. ビューの内容を反映した具体的な名前を付けて保存してください。例えば、「Vol relationships by

failure」などです。

8. インベントリページの「スケジュール済みレポート」ボタンをクリックします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、その他のレポートフィールドへの入力を完了したら、行の最後に
あるチェックマーク（ ）をクリックします。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
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にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、障害のタイプごとに原因と影響を調査できます。

Active IQ Unified Manager でボリュームの関係を問題別にグ
ループ化するレポートを作成する

ボリューム関係を問題別にグループ化するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、ボリューム関係を問題別にグループ化するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポ
ートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ ＞ ボリューム をクリックします。

2. 「表示」メニューで、関係 > *すべての関係*を選択します。

3. レポートに表示したくない列を削除するには、*表示/非表示*を選択してください。

4. 「Unhealthy Reason」列を「State」列の近くにドラッグします。

5. 「Unhealthy Reason」列の上部をクリックすると、問題ごとにボリュームをグループ化できます。

6. ビューの内容を反映した具体的な名前を付けて保存してください。例えば、「Vol relationships by

issue」などです。

7. インベントリページの「スケジュール済みレポート」ボタンをクリックします。

8. レポートスケジュールの名前を入力し、その他のレポートフィールドへの入力を完了したら、行の最後に
あるチェックマーク（ ）をクリックします。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、問題のタイプごとに原因と影響を調査できます。

Active IQ Unified Manager で一定時間間隔でのボリューム転
送の傾向を表示するレポートを作成する

特定の期間のボリューム転送の傾向を表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、特定の期間のボリュームを表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。

手順
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1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ ＞ ボリューム をクリックします。

2. 「表示」メニューで、「関係」＞「過去1か月間の転送状況」を選択します。

3. レポートに表示したくない列を削除するには、*表示/非表示*を選択してください。

4. 「転送期間」列を「運用結果」列の近くにドラッグします。

5. フィルターアイコンをクリックし、以下のフィルターを追加してから、*フィルターを適用*をクリックし
てください。

◦ 転送終了時間が過去7日間以内

6. 「Transfer Duration」列の上部をクリックすると、ボリュームを時間間隔で並べ替えることができま
す。

7. ビューの内容を反映した具体的な名前を付けてビューを保存します。例：「Volumes by duration」

8. インベントリページの「スケジュール済みレポート」ボタンをクリックします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、頻度を*Weekly*に設定し、その他のレポートフィールドへの入力
を完了したら、行の最後にあるチェックマーク（ ）をクリックします。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、転送期間を調査できます。

Active IQ Unified Manager で失敗または成功したボリューム
転送を表示するレポートを作成します

ボリューム転送のステータスを表示するレポートを作成できます。このレポートでは、
失敗したボリューム転送と成功したボリューム転送の両方を確認できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、失敗した転送と成功した転送を表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポー
トを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ ＞ ボリューム をクリックします。

2. 「表示」メニューで、「関係」＞「過去1か月間の転送状況」を選択します。

3. レポートに表示したくない列を削除するには、*表示/非表示*を選択してください。

4. 「Operation Result」列を「State」列の近くにドラッグします。

5. 「Operation Result」列の上部をクリックすると、ボリュームをステータス順に並べ替えることがで
きます。

6. ビューの内容を反映した具体的な名前を付けて保存します。例：「Volumes by transfer status」

7. インベントリページの「スケジュール済みレポート」ボタンをクリックします。

8. レポートスケジュールの名前を入力し、その他のレポートフィールドへの入力を完了したら、行の最後に
あるチェックマーク（ ）をクリックします。
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テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、転送ステータスを調査できます。

Active IQ Unified Manager で転送サイズに基づいてボリュー
ム転送を表示するレポートを作成する

ボリューム転送を転送サイズに基づいて表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、ボリューム転送を転送サイズに基づいて表示するカスタム ビューを作成し、そのビュー
のレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ ＞ ボリューム をクリックします。

2. 「表示」メニューで、「関係」＞「過去1か月の転送レート」を選択します。

3. 「Total Transfer Size」列の上部をクリックすると、ボリューム転送をサイズ順に並べ替えること
ができます。

4. ビューの内容を反映した具体的な名前を付けて保存します。例：「Volumes by transfer size」

5. インベントリページの「スケジュール済みレポート」ボタンをクリックします。

6. レポートスケジュールの名前を入力し、その他のレポートフィールドへの入力を完了したら、行の最後に
あるチェックマーク（ ）をクリックします。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、ボリューム関係を転送サイズ別に調査できます。

Active IQ Unified Manager でボリューム転送を日ごとにグル
ープ化して表示するレポートを作成します

ボリューム転送を日付別に表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、ボリューム転送を日付別に表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ ＞ ボリューム をクリックします。

2. 「表示」メニューで、「関係」＞「過去1か月の転送レート」を選択します。
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3. 「Day」列の上部をクリックすると、ボリューム転送を日ごとに並べ替えることができます。

4. ビューの内容を反映した具体的な名前を付けて保存します。例：「Volume transfers by day」

5. インベントリページの「スケジュール済みレポート」ボタンをクリックします。

6. レポートスケジュールの名前を入力し、その他のレポートフィールドへの入力を完了したら、行の最後に
あるチェックマーク（ ）をクリックします。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、ボリューム転送を日付別に調査できます。
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